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易なラセミ化触媒を求め、 o 又は p-ニトロソフェノール誘導体及びオウリントリカルボン酸もまたピリ
ドキサールと類似の機能と機構をもつことを見い出してきた。そこで、光学活性な P 一ニトロソフェ
ノール誘導体;である (3)(-) ー 2' -nitro-2-hydroxy-5-nitroso-6 , 6' -dimethylbiphenyl ( 1 )のアトロ
プ異性体を合成した。このものは L-cysteic acid で光学分割された光学的純粋な 2-amino-2'-nitro-
6, 6' -dimethylbiphenyl から誘導した。 1 の D-及び L-アラニンのラセミ化能の比較は、 Cu -tl-イオ




従って 1 と D及び 1 と L からつくられるキレート形成速度の差が、分解物の生成速度に差を生じ 1








な構造で導入するためアトロプ異性体をもっ (S) ー(-) -2' -nitro-2-hydroxy-ιnitroso-6 ， 6' -
dimethylhiphenyl の光学活性体を得ることに成功し、この化合物を中心に多くのニトロソフェノー
ル系触媒の触媒活性を検討した。この結果、上記光学活性な、 (S )ー(- )ー 2 ノ -nhro-2-hydroxy-5-
nitroso-'6, 6' -dimethylbiphenyl は見かけ上鏡像体区別ラセミ化反応を営むことを見出した。かく
同君は詳細に反応を検討しこの区別性は上記触媒の分解によって生成せられる二次的触媒活性をもっ
化合物に起因することを明らかにしている。触媒の分解によって初期の目的は達せられなかったが、
同君の研究はキラルな構造をもっ触媒によるラセミ化触媒反応を初めて試みたことと、ニトロソフェ
ノール系触媒のラセミ化反応機構に関する今後の問題点を指摘した点において重要な意義があり、理
学博士の学位を与うるに充分なものと認める。
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